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財務報告

（単位：万円）

（単位：万円）
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収支計算書、貸借対照表、財産目録は、会計帳簿の記
載金額と一致し、NPO 法人かものはしプロジェクトの
収支状況及び財政状態を正しく示していると認める。

2009 年 5 月 29 日

監事

建物はカンボジアのコミュニティファクトリー、差入保証金は日本事務所敷金礼金です＊＊

損益計算書

科目 2008 年度決算 2008 年度予算 達成率

Ⅰ経常収入
1　 IT 事業 5,980 6,100 98%
2　サポーター事業 4,109 2,522 163%
3　スタディーツアー事業 168 45 374%
4　コミュニティファクトリー事業 90 217 41%
5　その他（為替差益、雑収入等） 122 0 -

経常収入合計 10,469 8,884 118%
Ⅱ経常支出

1　 IT 事業 3,007 3,540 85%
2　サポーター事業 1,903 797 239%
3　スタディーツアー事業 226 45 503%
4　日本事務局 1,899 1,681 113%
5　カンボジア事務局 1,244 1,110 112%
6　コミュニティファクトリー事業 452 1,029 44%
7　その他（消費税、為替差損等） 271 

経常支出合計 9,003 8,201 110%
経常収支差額 1,466 683   215%
Ⅲその他資金収入 0 

Ⅳその他資金支出 ( 法人税等） 133 
当期収支差額 1,332 
前期繰越収支差額 2,430 
次期繰越収支差額 3,762 

科目 金額
Ⅰ資産
　１ 流動資産

現金 187 
預金 2,176
売掛金 1,708
その他 91

流動資産合計 4,161
　２ 固定資産

建物 44
車両運搬具 7
差入保証金 411

固定資産合計 462

資産合計 4,623

科目 金額
Ⅱ負債
　  流動負債

未払金 371
未払法人税等 133
未払消費税等 244
預り金 115

　  流動負債合計 861
Ⅲ正味財産

資本金 50
前期繰越正味財産 1,959
当期正味財産増加額 1,332
利益準備金 421

　  正味財産合計 3,762
負債および正味財産合計 4,623

貸借対照表

2008年度決算

2008年 4月1日〜2009年 3月31日

2009年 3月31日時点
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科目 2009 年度予算 2008 年度決算 　増減率
Ⅰ経常収入

1　 IT 事業 5,790 5,980 97%
2　サポーター事業 3,942 4,109 96%
3　スタディーツアー事業 144 168 86%
4　日本事務局 171 0 -
5　コミュニティファクトリー事業 200 90 222%
6　その他（為替差益、雑収入等） 0 122 -

経常収支合計 10,247 10,469 98%
Ⅱ経常支出

1　 IT 事業 4,320 3,007 144%
2　サポーター事業 1,772 1,903 93%
3　スタディーツアー事業 109 226 48%
4　日本事務局 2,016 1,899 106%
5　カンボジア事務局 862 1,244 69%
6　コミュニティファクトリー事業 1,112 452 246%
7　その他（消費税、為替差損等） 0 271 -

経常支出合計 10,191 9,003 112%
経常収支差額 56 1,466 4%

（単位：万円）
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経常収入合計は予算対比 118%、前年対比 128%の伸びとなり、初めて 1 億円を超えました。••
当期収支差額は予算対比 195%、前年度比 121%と、大きく成長することができました。••
サポーター事業は、収支差額が前年度比 130%の成長となり IT 事業と並ぶ、より大きな収入の柱に成長しました。••
コミュニティファクトリー事業は、目標の収入に達することができませんでした。••
各事業の達成度を考えると、コミュニティファクトリー事業に、より多くの人材、お金などの経営資源を投入す••
るべきであったと考えられます。

　　　＊各事業の詳細については、該当ページをご参照ください。
前期繰越金（内部留保）が増加していますが、今後も引き続き積み増していく予定です。固定費や売掛金が大き••
くなってきており、団体運営をより安定させるためです。
法人税等・消費税に関しては前年度より大幅に増加し 403 万円となりました。法人税等 159 万円と、2008 年度••
から発生した消費税 244 万円が含まれています。

　　　＊事務局の支出は課税対象（IT 事業等）と非課税対象（サポーター事業等）の間で、収入比率に応じて按分しています。

不況の影響で寄付金や IT 事業の受注が減少する可能性を見込み、予算策定を行いました。••
特に IT 事業で支出が増大していますが、全社的に給与水準をアップさせたことにくわえ、安定的な受注をめざし••
協力会社への発注費を積み増しているためです。

　　　＊事務局の収入は、6 月に出版予定の書籍の印税など全社的な広報活動による収入を想定しています

＊ 10,000 円未満は四捨五入しているため、数字の合計が一致しません

2009年度予算

2008年度決算

2009年度予算

財務に関する分析

2009年 4月1日〜2010年 3月31日




